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アイヌ語千歳方言における自称詞 と対称詞について

は
じ
め

に

ア
イ
ヌ
語
諸
方
言
の
中
、
千
歳
方
言

は
現
在
で
も
流
暢
な
話
し
手
の
残
る
数

少
な
い
方
言

の

一
つ
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
方
言
に
関
す
る
報
告

は
多
く
は
な
く
、
近
年
で
は
中
川

(
一
九
八
八
)
に
よ
る
人
称
代
名
詞
に
関
す

(1

)

る
研
究
が
発
表
さ
れ
た

の
に
留
ま
る
。
筆
者
も
こ
の
方
言
の
研
究
に
着
手
し
、

基
本
的
な
語
彙
や
文
法

の
調
査
に
従
事

し
て
き
た
が
、
調
査
を
進
め
る
中
、
ア

イ
ヌ
語
の
記
述
に
は
、
従
来
の
人
称
指

示

(人
称
代
名
詞
及
び
人
称
接
辞
)
の

概
念
を
拡
張
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ

の
た
め
に
は
、
対
称
詞
、
自
称
詞
と
い

う
概
念
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
こ
で
用
い
た
自
称
詞
、
対
称
詞
と

い
う
用
語
は
、
鈴
木

(
一
九
七
三
)
が

日
本
語
の
分
析
に
お

い
て
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
自
称
詞
は
話

し
手
が
自
分
自
身
に
言
及
す
る
こ
と
ば

の
総
称
、
対
称
詞
は
話
し
相
手
に
言
及

す
る
こ
と
ば
の
総
称
と
定
義
さ
れ
る

(従

っ
て
、
人
称
代
名
詞
は
そ
れ
ら

の

一

部
に
す
ぎ
な

い
)。
さ
ら
に
、
対
称
詞
に
は
呼
掛
け
に
用

い
ら
れ
る
呼
格
的
用

法
と
、
文

の
主
語
や
目
的
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
代
名
詞
的
用
法
の
二
種
が
区

別
さ
れ
る

(鈴
木

一
九
七
三
、

一
四
六
-

一
四
九
)。
鈴
木

(
一
九
七
三
)
は
、

い
わ
ゆ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
言
語
に
お
け
る
よ
う
な
人
称
代
名
詞
を
持
た
な

い
と

さ
れ
る
日
本
語
が
、
そ
の

一
方
で
話
し
手
や
聞
き
手
に
言
及
す
る
た
め
の
極
め

て
複
雑
か
つ
整
然
た
る
手
段
を
有
す
る
こ
と
を
、
自
称
詞
、
対
称
詞
と

い
う
枠

組
み
を
用

い
る
こ
と
に
よ

っ
て
巧
み
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ア
イ
ヌ
語
は
、
日
本
語
と
異
な
り
、
人
称
代
名
詞
を
有
し
、
名
詞
や
動
詞
な

ど
に
人
称
に
よ
る
語
形
変
化
を
有
す
る
言
語
で
あ
る
。
従

っ
て
、
従
来
の
ア
イ

ヌ
語
の
研
究
に
お

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
人
称
指
示
体
系
の
側
面
に
ば
か
り
研

究
者
の
注
意
が
向
け
ら
れ
、
日
本
語

の
自
称
詞
や
対
称
詞
と
類
似
し
た
現
象
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
関
心
が
持
た
れ
な
か

っ
た
と
言

っ
て
良

い
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の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
ア
イ
ヌ
語
の
全
体
的
な
性
格
を
と
ら
え
る
上

で
、
必
ず
し
も
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
以
下
で
は
従
来

の
ア
イ

ヌ
語
研
究
で
は
、
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
側
面
に
重
点

を
お

い
て
、
ア
イ
ヌ
語
に
お
け
る
自
称
詞
と
対
称
詞

の
諸
相
を
み
て
い
く
こ
と

に
し
た

い
。

今
回

の
報
告
で
は
、
次
の
方
に
イ

ン
フ
ォ
ー

マ
ン
ト
に
な

っ
て
い
た
だ

い
た
。

複
雑
煩
瑣
な
質
問
に
、
時
に
は

ユ
ー
モ
ア
も
交
え
ら
れ
な
が
ら
、
最
後
ま
で
懇

切
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
篤
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

白
沢
な

べ
氏
。
女
性
。

一
九
〇
五
年

(戸
籍
上
は

一
九
〇
六
年
)、
千
歳
市

蘭
越

(ラ
ン
コ
シ
)
生
ま
れ
。
現
在
も

蘭
越

に
在
住
。
父
、
小
山
田

ω
鋤
霞
Φ
-

(2
)

置
9

氏
、
母
、
〉
昌
目
畧
き

(通
称
。
本

名
は

¢
ω旨
鼻

ユ
、
旧
姓
ち

ふ
ね
)

氏
。
両
親
共
千
歳
の
人
。

1

年
齢

・
性
別
名
称

と
対
称

詞

こ
の
方
言
に
お
け
る
年
齢

・
性
別
に
よ
る
人
間
の
名
称
は
概
略
表
1
の
通
り

(
3
)

で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
す

べ
て
、
第
三
者
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
聞
き

手
を
指
示
す
る
呼
格
的
対
称
詞
、
す
な
わ
ち
呼
び
か
け
の
こ
と
ば
と
し
て
の
用

(
4

)

法
も
持

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
主
と
し
て
呼
ぶ
側
の
年
齢
層
と
、
呼
ば
れ
る
側

の
年
齢
層
と

の
上
下
関
係
に
よ

っ
て
呼
格

的
用
法
は
制
約
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

年齢 男 女

0-1歳
●

teynesi

1-2歳 sontak

10歳前後 hekaci matkaci

15歳 一20歳 前後 okkaypo ponkatkemat,menokopo

30代 一50代 acapo,okkayo katkemat,unarpe,menoko

60代 一80代 ekasi huci

90代 一100代 onneekasi onnehuci

測
制
約
を
破
る
と
、
奇
妙
な
表
現
に

な
る
の
み
な
ら
ず
、
場
合
に
よ

っ

て
は
呼
び
か
け
の
相
手
に
対
し
て

失
礼
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
名
前
を
知
ら
ず
、

血
の
つ
な
が
り
も
な

い
他
人
を
、

呼
ん
で
起
こ
す
、
と
い
う
状
況
を

想
定
し
て
、
各
年
齢
層
相
互
の
呼

び
方
を
調
査
し
て
み
た
。
そ
の
結

果
を
ま
と
め
る
と
、
表
2
の
よ
う

に
な
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
例
え

ば
話
し
手
が

げ
Φ
冨

α
位

の
男

の

子
、
蘭

き
手

が
8
旨
①
匹
位

の
赤

ん

坊

で

あ

れ

ば
、
相

手

に

け①
《
p
①ω
=
と
呼
び
か
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

ね

ま
た
、
ア
イ

ヌ
語
で
は
、
命
令
表
現
に
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
、
動
詞
の

単
数
形
を
用

い
る
場
合
と
、
複
数
形
を
用
い
る
場
合
と
が
あ
る
。
複
数
形
を
用

い
た
命
令
は
、
終
助
詞

旨

旨
を
伴
う
。
複
数
形
を
用

い
る
の
は
、
命
令

の
相

手
が
複
数
で
あ
る
場
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
、
丁
寧
な
命
令
と
し
て
用

い

ら
れ
る
こ
と
も
多

い
。
未
確
定

の
部
分
も
多

い
が
、
表
2
に
は
参
考
ま
で
に
、
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アイヌ語千歳方言における自称詞と対称詞について

話し手→聞き手 呼格的対称詞 動詞命令形

hekaci→teynesi
●

teynesi hopuni
hekaci→sontak sontak hopuni
hekaci一>hekaci な し hopuni
hekaci→matkaci な し hopuni
hekaci→okkaypo ku-yupo hopunpayan,hopuni
hekaci→ponkatkemat ku-sapo hopuni
hekaci→acapo acapo hopunpayan
hekaci→katkemat unarpe hopuni
hekaci→ekasi ekasi hopunpayan,hopuni
hekaci→huci huci hopunpayan,hopuni
hekaci→onneekasi ekasi hopunpayan
hekaci→onnehuci huci hopunpayan

matkaci一>teynesi
邑

teynesi hopunpayan
matkaci→sontak sontak hopuni

matkaci→hekaci な し hopunpayan
matkaci→matkaci な し hopuni
matkaci→okkaypo ku-yupo hopunpayan
matkaci→ponkatkemat ku-sapo hopuni

matkaci→acapo acapo hopunpayan
matkaci→katkemat unarpe hopuni
matkaci→ekasi ekasi hopunpayan
matkaci→huci huci hopuni,hopunpayan

matkaci→onneekasi ekasi hopunpayan
matkaci→onnehuci huci hopuni

okkaypo→teynesi
■

teynesi hopuni
okkaypo→sontak sontak hopuni
okkaypo→hekaci hekaci hopuni
okkaypo→matkaci matkaci hopuni
okkaypo→okkaypo な し hopuni
okkaypo→ponkatkemat な し hopuni
okkaypo一>acapo acapo hopunpayan
okkaypo→unarpe unarpe hopunpayan
okkaypo→ekasi ekasi hopuni
okkaypo→huci huci hopunpayan
okkaypo→onneekasi ekasi a

okkaypo→onnehuci huci hopunpayan

ponkatkemat→teynesi
●

teynesi hopuni

ponkatkemat→sontak sontak hopuni

ponkatkemat→hekaci hekaci hopuni

ponkatkemat→matkaci matkaci hopuni

ponkatkemat→okkaypo な し hopunpayan

ponkatkemat→ponkatkemat な し hopuni

ponkatkemat→acapo acapo hopunpayan

ponkatkemat→katkemat unarpe hopuni

ponkatkemat→ekasi ekasi hopunpayan

ponkatkemat→huci huci hopuni

ponkatkemat→onneekasi ekasi hopunpayan

ponkatkemat→onnehuci huci hopuni

acapo一>teynesi
●

teynesi hopuni
acapo→sontak sontak hopuni
acapo→hekaci hekaci hopuni
acapo→matkaci matkaci hopuni
acapo→okkaypo okkaypo hopuni
acapo→ponkatkemat ponkatkemat, hopuni

menokopo
acapo→acapo acapo hopuni
acapo一>katkemat な し hopuni
acapo→ekasi ekasi hopuni
acapo→huci huci,unarpe,ku-sapo hopunpayan
acapo→onneekasi ekasi hopunpayan
acapo→onnehuci huci hopuni
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話し手→聞き手 呼格的対称詞 動詞命令形

katkemat→teynesi
●

teynesi hopuni

katkemat→sontak sontak hopuni

katkemat→hekaci hekaci hopuni

katkemat→matkaci matkaci hopuni

katkemat一>okkaypo okkaypo hopuni

katkemat→ponkatkemat menokopo hopuni
katkemat→acapo acapo hopunpayan

katkemat一>katkemat な し hopunpayan
katkemat→ekasi ekasi hopunpayan

katkemat一>huci huci hopuni

katkemat→onneekasi ekasi hopunpayan

katkemat→onnehuci huci hopuni

ekasi→teynesi
●

teynesi hopuni

ekasi→sontak sontak hopuni

ekasi→hekaci hekaci hopuni

ekasi→matkaci matkaci hopuni

ekasi→okkaypo okkaypo hopuni

ekasi→ponkatkemat ponkatkemat, hopuni
menokopo,menoko

ekasi→acapo okkayo P

ekasi→katkemat menoko P
ekasi→ekasi な し hopunpayan

ekasi→huci rupnemat,menoko hopuni

ekasi→onneekasi ekasi hopunpayan

ekasi→onnehuci huci hopunpayan

huci→teynesi
●

teynesi hopuni
huci→sontak sontak hopuni

huci一>hekaci hekaci hopuni

huci一>matkaci matkaci hopuni

huci→okkaypo okkaypo hopuni

huci→ponkatkemat ponkatkemat, hopuni
menokopo

huci→acapo P hopunpayan

huci→katkemat katkemat hopun至

huci→ekasi ekasi hopunpayan

huci→huci huci a

huci→onneekasi ekasi hopunpayan

huci一>onnehuci a P

onneekasi→teynesi
o

teynesi hopuni
onneekasi→sontak sontak hopuni

onneekasi一>hekaci hekaci hopuni

onneekasi→matkaci matkaci hopuni

onneekasi→okkaypo �kaypo hopuni
onneekasi→ponkatkemat ponkatkemat hopuni

onneekasi→acapo
o

acapo,nispa hopuni
onneekasi→katkemat katkemat,menoko hopuni

onneekasi一>ekasi a a

onneekasi→huci huci,menoko a

onneekasi→onneekasi な し a

onneekasi→onnehuci huci,menoko a

onnehuci→teynesi
凾

teynesi hopuni

onnehuci→sontak sontak hopuni
onnehuci→hekaci hekaci hopuni

onnehuci→matkaci matkaci hopuni

onnehuci→okkaypo okkaypo a

onnehuci→ponkatkemat ponkatkemat, hopuni
menokopo

onnehuci→acapo acapo hopuni
onnehuci→katkemat katkemat hopuni

onnehuci→ekasi ekasi hopunpayan

onnehuci一>huci huci hopuni

onnehuci→onneekasi ekasi hopunpayan

onnehuci→onnehuci huci P

表2
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ノ

アイヌ語千歳方言における自称詞 と対称詞について

相
手
を
起
こ
す
際
、
単
数
形
の
命
令

ゴ
8

⊆
巳

一
「起
き
ろ
」
を
用

い
る
か
、
複

数
形
の
命
令

げ
o
b
二
唇

餌
旨

昌
回
「起
き
な

さ
い
」
を
用
い
る
か
も
併
せ
て
示
し

た
。な

お
、
「
な
し
」
と
し
た
箇
所
は
、
適

当
な
対
称
詞
が
な
く
、
場
合

に
よ

っ

て
様
々
で
あ
る
こ
と
を
示
す

(例
え
ば
、

同
年
輩
で
も
、
相
手
が
少
し
で
も
年

上
で
あ
れ
ば
、
犀
午
団
弓

o
「兄
さ
ん
」、

吋
午
ω
昌
o
「姉
さ
ん
」
と
呼
ぶ
こ
と
が

多

い
よ
う
で
あ
る
)。
ま
た
、
「り
・」
は
未

調
査
か
、
適
当
な
回
答
が
得
ら
れ
な

か

っ
た
こ
と
を
示
す
。

答
え
に
ゆ
れ
が
あ

っ
た
り
、
不
明
の
箇
所
も
あ

っ
て
、
未
完
成
な
表
で
は
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
比
較
的
確
か
と
思
わ
れ
る
二
点
を
指
摘
し
た
い
。

ま
ず
第

一
に
、
同
年
輩
の
人
を
呼
ぶ
呼
称
に
乏
し

い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
日
本
語
で
も
同
様

で
あ
る
が
、

ア
イ

ヌ
語

で
は
特
に
若

い
世
代
同
士

(o
屏
冨

巻
ρ

づ
o
コ
冨

爵
①
ヨ
9

ま

で
)

で
、
こ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

で
あ
る
。

第

二
に
命
令

形

の
使
用

に
関

し
、
若

い
女

性

(目
讐
冨

o押
づ
o
コ

閃
讐
、

評
Φ
ヨ
讐
)
は
同
年
輩
以
上
の
男
性
に
対
し
て
丁
寧
な
命
令
を
用

い
る
の
に
対
し
、

女
性
に
対
し
て
は
あ
ま
り
用

い
な

い
よ
う

で
あ
る
。
も

っ
と
も
現
実
の
場
面
の

(
6
)

観
察
に
よ
る
調
査
結
果
で
は
な

い
の
で
、
あ
ま
り
断
定
的
な

こ
と
は
述

べ
ら
れ

な

い
が
、
物
語
テ
キ
ス
ト
の
分
析
な
ど
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
今
後
こ

の
欠
陥
を
補

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

2

親
族
名
称
と
対
称
詞
、
自
称
詞

こ
の
方
言
に
お
け
る
主
な
親
族
名
称
は
表
3
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
親
族
名
称
は
、
多
く

の
場
合
、
や
は
り
呼
格
的
対
称
詞
と
し
て
用

い
る
こ
と
が
で
き
鳧

・
そ
こ
に
は
相
互

の
年
齢
層
に
よ
る
あ
る
種

の
制
限
が

み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
己
よ
り
年
齢
が
上
で
あ
れ
ば
、
親
族
名
称
を
そ
の

ま
ま
呼
格
的
対
称
詞
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
自
己
よ
り
年
齢
が
下
の
場

合
に
は
親
族
名
称
を
呼
格
的
に
用

い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
目
下

へ
の
呼
掛
け

は
親
族
名
称
と
は
別
な
手
段

(例
え
ば
、
名
前

[た
だ
し
日
本
名
]
を
呼
ぶ
)

に
よ

っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
日
本
語
の
場
合
と
事
情
が
よ
く
似

て
い
る
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
兄
や
姉
を
意
味
す
る
語
は
、
父
母
や
祖
父
母
な
ど
を
意
味
す
る

語
と
同
じ
く
、
呼
格
的
用
法
を
有
す
る
が
、
形
態
上
か
ら
み
る
と
、
基
準
と
な

る

「自
己
」
よ
り
も
目
下

の
親
族

(弟
、
妹
、
娘
、
息
子
)
を
意
味
す
る
語
と
、

同
じ
構
造
を
持

っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「私

の
」
を
意
味

す
る
人
称
接
辞

ざ

・
(母
音

の
前
で

写
)
を
含
ん
で
い
る
。
単
な
る
偶
然
で
あ

る
可
能
性
も
あ
る
が
、
あ
る

い
は
こ
れ
は
、
年
齢

の
上
下
ば
か
り
で
な
く
、
世

代
の
上
下
と

い
う
区
別
が
ア
イ
ヌ
社
会
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

唆
す
る
も
の
か
も
し
れ
な

い
。

つ
ま
り
、
兄
や
姉
は
、
年
齢
的
に
は
確
か
に
目

上
だ
が
、
世
代
的
に
は
自
己
と
同

一
で
あ
り
、
よ
り
身
近
な
存
在
で
あ
る
と

い

え
る
。
そ
の
よ
う
な
意
識

の
違
い
が
、
形
態
上
の
区
別
と
し
て
、
言
語
面
に
あ
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ら
わ
れ
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も

っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
他

の
言
語
的
、
文
化
的
な
現
象
と
の
関
連
に
お

い
て
、
さ
ら
に
考
察
す
べ
き
問
題

と
い
え
る
。

親
族
名
称
に
ま

つ
わ
る
も
う

一
つ
の
側
面
と
し
て
、
自
称
詞

の
問
題
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
日
本
語
の
場
合
、
目
下
の
親

族
に
対
し
、
自
分
を
相
手
の
立
場
か

ら
み
た
親
族
名
称
で
呼
ぶ
こ
と
が
普
通
に
み
ら
れ
る
が

(鈴
木

一
九
七
三
、

一

五
三
)
、
ア
イ

ヌ
語
の
場
合
は
ど
う
で
あ

ろ
う

か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
組
織

的
な
調
査
は
ま
だ
行
な

っ
て
い
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
も
暫
定
的
な
報
告
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
に
例
が
得
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
Φ
冨

ω一
「
お
じ
い
さ
ん
」、

ゴ
ρ
o
一
「お
ば
あ
さ
ん
」、
冨

鳴
o
「
お
と
う

さ
ん
」
、
8
暮
o
「お
か
あ
さ

ん
」
、

9。
o
碧
o
「
お
じ
さ
ん
」
、
⊆
蠧
壱
Φ
「
お
ば
さ
ん
」
な
ど
が
自
称
詞
用
法
を
有
す

(
10
)

る
よ
う
で
あ
る

(こ
の
点
は
日
本
語
と
も
共
通
で
あ
る
)。
し
か
し
、
「兄
」
、

「姉
」
に
あ
た
る
親
族
名
称
を
自
称
詞
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ

れ
は
日
本
語
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
既
に
述

べ
た
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
語
の

「兄
」
、
「姉
」
は
通
常
、

人
称
表
示
を
伴
う
か
ら
、
相
手
の
立
場
か
ら
み
た
場
合
、

一
人
称
単
数
人
称
接

辞

ざ

-
を

二
人
称
単
数
人
称
接
辞

Φ
-
に

置
き
換

え
て
、
そ

れ
ぞ
れ

Φ
党
唇

o

「
お
ま
え
の
兄
」
、
o
あ
巷
o
「
お
ま
え
の
姉
」
と
す
れ
ば
よ

い
わ
け
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
必
要
な
変
更
を
行
な

っ
て
も
、
こ
れ
ら
を
用
い
た
次
の
よ

う
な
文
は

(イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ン
ト
の
報
告

に
よ
れ
ば
)
実
際
に
は
用
い
ら
れ
な

い

。

O娘ku-matnepo△ 息 子ku・korokkaypo表3

 

P

(
1
)

Φ
-

く
二
〇
〇
げ
o
窪
匡

鋤
蒔

①

口
o
.

b。
ω
O

勺
○
ω
ω

函

憲

鸛

丁

野

「
(弟

に

向

か

っ
て

)

お

ま

え

の

兄

さ

ん

(
11

話

し

手

)

の
腹

が

痛

い

よ

。
」

実

際

に

は

次

の
よ

う

に

、

一
人

称

単

数

人

称

接

辞

ざ

-
が

用

い
ら

れ

る

の

が
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アイヌ語千歳方言における自称詞と対称詞について

夫 妻

ku-hoku(hu) ku-maci(hi)

ku-korkur ku-kormenoko

en-orunkur ku-korkatkemat

en-orunkatemat

普

通

で
あ

る
。

(
2
)

閃
o
-

ぎ

巳

o
蒔

9。

≦
鋤
●

一
ω
O

勺
O
ω
ω

贐

齦

5

野

「
私

の
腹

が
痛

い
よ

。
」

さ

て
、

日
本

語

の
場

合

に

は

、

親

族

名

称

の
用

法

る表

は

、

概

略

的

に

言

っ
て
、

自

己

を

境

と

し

て

目

上

と

(
11
)

目
下
を
分
け
る

一
本
の
線
で
表
示
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
線

よ
り
上
の
親
族
に
は
親
族
名
称
を
対
称

詞
と
し
て
用

い
、
こ
の
線
よ
り
下
の
親
族
に
は
相
手

か
ら
見
た
親

族
名
称
を
自
称
詞
と
し
て
用
い
る

(鈴

木

一
九
七
三
、

一
五
〇
)。
し
か
し
、
ア
イ
ヌ
語
の
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な

一
本
の
線
で
は
不
足
で
、

二
本
の
線
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ

ち
、
目
上

へ
の
対
称
詞
用
法
は
日
本
語

と
同
じ
く
自
己
と
目
上
を
分
け
る
線
A

で
表
示
で
き
る
が
、
目
下

へ
の
自
称
詞

用
法
は
自
己
と
自
己
よ
り
下
の
世
代
を

(12

)

分
け
る
も
う

一
本
の
線
B
で
表
示
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る

(表
3
参
照
)。

3

夫
婦
間
の
対
称
詞
に
つ
い
て

2
で
は
ふ
れ
な
か

っ
た
が
、
親
族

の
う
ち
、
夫
婦
間
の
呼
称
に
は
色
々
と
問

題
が
あ
る
。
ま
ず
、
「夫
」
、
「妻
」
を
意
味
す
る
名
称
に
は
表

4
の
よ
う
な
も

(13
)

の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
相
互
間
の
意
味
上

の
差
異
に
つ
い
て
は
明
瞭
な
報
告
は
得

ら
れ
な
か

っ
た
が
、

い
ず
れ
も
、
直
接
、
妻
や
夫

に
対
し
て
対
称
詞
的
に
用
い

る
こ
と
は
な
く
、
第
三
者
に
話
す
際
に
自
分
の
夫
や
妻
に
言
及
す
る
形
式
の
よ

う

で
あ
る
。
例
え
ば
、
夫
が
妻
に
向
か

っ
て
、
ざ

白

曽
9
窪

一
と
か
、
ざ

爵
o
『

日
①
昌
評
o
一
な
ど
と
呼
び
か
け
る
こ
と
は
な

い
。
こ
れ
は
日
本
語
と
も
共
通
す
る
。

で
は
、
お
互

い
を
ど
の
よ
う
に
呼
ぶ
の
か
、
夫
か
ら
妻

へ
と
、
妻
か
ら
夫

へ
の

場
合
に
分
け
て
、
以
下
に
み
る
こ
と
に
す
る

(な
お
、
以
下
で
は
自
称
詞
、
対

称
詞
に
人
称
代
名
詞
と
共
に
人
称
接
辞
を
含
め
て
用

い
る
)
。

ω

妻
に
対
す
る
対
称
詞

日
本
語
で
は
、
夫

が
妻
を
呼
ぶ
特
定

の
対
称
詞
が
な
く
、
場
合

に
よ

っ
て

様
々
で
あ
る
と
言

っ
て
良

い
と
思
わ
れ
る
が

(宮
島
他

一
九
八
二
、
四
〇
六
)、

ア
イ
ヌ
語
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
的
に
言

っ
て
、
ア
イ
ヌ
語
は
日
本
語
に
比

べ
て
も
、
妻
を
呼
ぶ
手
段
に

乏
し

い
言
語

で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
ず
、
日
本
語
と
異
な
り
、
子
供
中
心
の
対
称
詞
は
ア
イ
ヌ
語
で
は
普
通
用

い
ら
れ
な

い
の
で
、
夫
が
妻
を

8
け8

「母
さ
ん
」
な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
は
な

い
。

ま
た
、
日
本
語
で
は
妻

の
名
前
を
呼
ぶ
こ
と
も
多

い
が
、
ア
イ

ヌ
語
で
は
夫
が

(
14

)

妻
の
名
前
を
呼
ぶ
こ
と
も
普
通
は
な

い
。
従

っ
て
、
多
く
の
場
合
、
妻
に
対
し

(
15
)

て
は
直
接
用
件
を
言

っ
て
相
手
を
呼
ぶ
し
か
方
法
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

②

夫

に
対

す

る
対
称

詞

(16
)

普
通
、
夫
に
対
し
て
妻
が
名
前
で
呼
び
か
け
る
こ
と
は
な

い
。
こ
れ
は

一
種
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代名詞 他動詞主格(所 属格) 自動詞主格 対格

2人称単数 eani e一 e一 e一

2人称複数 ecioka(y) eci一 eci一 eci一

2人称敬称 asinuma a一 一an

2人称敬称
(

aoka(y)1' a一 一an

表5

の
タ
ブ
ー
に
近

い
も

の
で
あ
る

(知
里

一
九

五
四
、
五

二

一
)。
ま
た
、
表
4
に
あ
げ
た

形
式
を

呼
掛
け
を
含
め
、
対
称
詞
と
し
て
用

い
る

こ
と
は
な

い
。
例

え
ば
、
夫

に

ざ

-

び
o
犀
三

と
か
、
吋
二
洋
o
『
犀
ニ
ュ

と
か
呼
び
か

け
る
こ
と
は
な

い
。
そ
の
代
わ
り
、
敬
意
を

含
む
い
く

つ
か
の
対
称
詞
が
こ
の
目
的
の
た

め
に
用

い
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ら
の

主
な
場
合
に

つ
い
て
述

べ
る
。

①
敬
称
人
称
代
名
詞
と
敬
称
人
称
接
辞

ア
イ

ヌ
語
に
は
、
通
常

の
二
人
称

の
他
に
、

敬
意
を

表
す
る
相
手
に
対
す

る
人
称
表
示

(こ
こ
で
は
敬
称
人
称
と
呼
ぶ
)
が
あ
る
。

こ
の
人
称
表
示
は
妻
が
夫
に
話
し
か
け
る
時

に
典
型
的
に
用
い
ら
れ
る
が
、
他
の
場
合
も

こ
こ
で
併
せ
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。
参
考
ま

で
に
、
敬
称
人
称
を
含
め
て
、
二
入
称
に
用

い
ら
れ

る
代
名
詞
、
接
辞
を
表
5
に
示
す
。

こ
の
表
に

つ
い
て
補
足
す
れ
ば
、
ま
ず
、
表

に
は
敬
称

人
称

代
名
詞
に

霧
ぎ
二
3
P

g
o
吋
9。《
の
二
つ
が
上
が

っ
て

い
る
が
、

い
ず
れ
も
敬
称
代
名
詞
と

し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
両
者

の
違

い
は
今

の
と
こ

(
18

)

ろ
あ
ま
り
明
確

で
は
な

い
。
ま
た
、
敬
称
人
称
対
格

の
接
辞
が
空
白
に
な

っ
て

い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
別
の
形
式
が
そ
の
…機
能
を
担

っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
鋤
o
犀
醸

は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
妻
が
夫
に
対
し
て
用

い
る
こ
と

が
で
き
る
。

(3
)

鋤
o
冨

団

甘
Φ

凶
⇒

蝉

≡
≦
Φ
"

b。
口
O
Z

勺
幻
O

海
鳬

か

N
=
O
Z

2
0
竃

HZ
↓
男

滝

S

「あ
な
た
食
べ
た
の
。
」
.

こ
れ
は
、
妻
が
自
分
の
夫
に
対
し
て
丁
寧
に
聞
く
言

い
方
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
夫
が
妻
に
対
し
て
聞
く
場
合
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
通
常
の
二
人
称
表
示

Φ
-
を
用

い
る
。

(4
)

①
-

君
Φ

鋤
"

拐
Ω

海
鳬

が

詩

「
お
ま
え
食
べ
た
か
。」

(5
)

①
-

首
①

9。

歪
≦
①
噌

緜

Ω

海
λ

ぴ

詩

㊦

「お
ま
え
食

べ
た

の
。
」

な
お
、
男
は
普
通

(4
)
の
よ
う
な
言
葉
を
使
う
が
、
丁
寧
に
言
う
言

い
方

と
し
て
は

(5
)

の
よ
う

に
言
う
と
い
う
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

こ
れ
も
妻
が
夫
に
言
う
場
合
で
あ
る
。
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アイヌ語千歳 方言におけ る白称 詞 と対秋諷 にっいて

(
6

)

餌
。
冨

k

8

冥

。
旨

♂

口

を
鋤

9

「
。
目

。

。
8

N
=
O
Z

℃
幻
○

油

骨

か

N
=
O
Z

Z
Ω
≦

H
乞
↓
菊

ぺ

浮

く
肋
き

油

餌
爵

o
団
匠

≦
P

6
6

0
8

Φ
ω
貯

ω
Φ
吋
o
『
評
9。
⇒
①

卜。
自
O
Z

Z
Ω

≦

↓
菊

ぺ

崋

丑

ー

執

鳶

伴

9
吋
O
旨

鋤
評

凶
づ

ず
四
芝
①

評
ロ
ー

コ
⊆

(19

)

酬

C
ゆ

91
一Z
U
国
腎
2
0
]≦

一Z
↓
菊

躑

一ω
O
Z
O
]≦

疆

く

①

≦
鋤
.

浮

野

「あ
な
た
が
魚
取
り
に
行

っ
て
た

く
さ
ん
取

っ
て
、
舟
に

一
杯
だ
と
人

が
言

い
合
う

の
を

(私
は
)
聞

い
た
。
」

次
の
例
は
、
夫
で
な
く
、
兄
に
対
し

て

鋤
o
閃
錯

を
用

い
た
例

で
あ
る
。
白

沢
氏
の
母
が
自
分
の
兄
に
対
し
て
こ
う

言

っ
た
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と

い

う
。

(
7
)

即

ゴ

目

器

目

①
9

ゴ
碧

鋤
ω

高
.

?

遷

缸

四
見

躑

π

臼

9、

聊

ψ

臼

伴

b。
ω
○

蘊

く

「
誰

の

こ
と

を

お

ま

え

言

っ
て

い
る

の
か

。
」

辮

…

四
〇
評
鋤
団

g
昌
・

bO
=
Q
Z

勺
幻
O

野

臼

伴

猷

卵

「
あ

な

た

の

こ
と

で

す

よ

。
」

ま

た

、

以

下

の

よ

う

に

、

鋤
○
評
9。
《

の
よ

う

な

代

名

詞

を

伴

わ

ず

に
、

敬

称

人

称

接

辞

だ

け

が

用

い
ら

れ

る

こ

と

も

あ

る
。

こ
れ

は

、

鋤
o
屏
塁

が

夫

に

対

す

る
対

称

詞

に

ほ

ぼ

限

ら

れ

て

い
る

と

思

わ

れ

る

の

に
比

べ
る

と

、

よ

り

広

い

相

手

に
対

す

る

用

法

を

有

す

る

よ

う

で

あ

る

。

(
8
)

甲

8
犀
犀
0
8

8

0
0
b
昜

く
①
評

卜◎
国
O
乞

Z
O
]≦

↓
菊

櫞

ぐ

乂

弓

睇

餌

伴

鋤
-

団
①

鋤

≦
彎

且
『
犀
鋤

噌
二
≦
O
"

H2
U
国
国
Z
Ω

≦

↓
肉

珈

ψ

浮

滴

海

ぐ
ソ

3

「
あ

な

た

の
掌

に

マ
メ

が

で
き

て

い
る

そ
う

だ

け

ど

良

く

な

っ
た

の

。
」

こ
れ

は

、

自

分

の
夫

の
掌

に

マ
メ

が

で
き

た

と

き

に
、

そ

ば

に

い
て

丁
寧

に

聞

く

こ

と

ば

に
な

る

と

い
う

。

目

下

の
者

へ
は

以

下

の
よ

う

に

通

常

の

二

人

称

接

辞

を

用

い
る

。

(
9
)

陣

8
冥

。
§

。
它

陰

ω

巻

パ
甲

巻

b。
ω
Ω

憾

4

＼

弓

佛

伽

伴

H
Z
U
南
国

Z
O
竃

↓
肉

期

ゆ

餌

≦
ρ

什
0
8

吋

降o

同
二
≦
Φ

"

浮

橇

叢

ゆ

詩

㊦

「
お
ま

え

の
掌

に

マ
メ

が

で
き

た

そ

う

だ

が

、

治

っ
た

の
。
」

ま

た

、

次

の

(10

)
の
よ

う

に
娘

が

父

親

に
対

し

て

敬

称

を

用

い
る

こ

と

も

あ

(20
)

る

と

い
う

。

(
10
)

ゴ
9。
b
ρ

甘
①

-鋤
づ

9

『
⊆
≦
Φ
"

沁

海

鳬

が

ト⊃
=
O
Z

Z
Ω
≦

一
乞
↓
国

詩

S

「
お

父

さ

ん
、

お

食

事

な

さ

っ
た

の
。
」

夫

以

外

の

人

に

敬

称

人

称

を

用

い

る
例

が

他

に
も

あ

る

。

白

沢

氏

に

よ

る

と

、

9?



母

が

、

遊

び

に
来

て

泊

ま

っ
て

い

っ
だ

母

の
兄

(当

時

、

既

に

曾

孫

も

い
る

よ

う

な

老

人

)

に
向

か

っ
て
、

(
11
)
の
よ

う

に

言

っ
た

の
を

聞

い
た

覚

え

が

あ

る

と

い
う

。

(
11
)

Φ
犀
器

出

ぎ

ω
昼
窓

-譽

評
二
ω

づ
①

苛

σ
～

肋

き

議

が

N
閏
O
Z

Z
O
ζ

HZ
↓
幻

o

び

O

弓

猷

か

く
⇔
犀
信
員

け
9
5

0
Φ
b

甲

ω
①

≦
鋤
ω
鋤
b

鱒

ぴ

臼
㊦

油

N
団
O
Z

Z
O
冨

↓
幻

環

沁

ψ

ぺ

夙

橇

か

・四
旨

≦
9
甲

①

9
江

N
出
O
Z

Z
O
]≦

一
Z
日
菊

ぺ

N
団
O
Z

2
0
H≦

↓
園

騨

λ

が

嚇

①

ω
O
ヨ
O

嘗
「
犀
①
吋

蒔

5

海

ぐ
・

「
お

じ

い
さ

ん

、

帰

る

な

ら

、

こ

の
魚

背

負

っ
て

行

っ
て

食

べ

た

ら

い

い

の

で
な

い
か

。
」

(
12

)
は
、

お

ば

あ

さ

ん

が

、

よ

そ

の
お

じ

い
さ

ん

が

畑

仕

事

を

し

て

い

る

の

を

見

て

、

手

伝

っ
て

あ

げ

る
、

と

言

い
た

い
時

、

ど

う

い
う

か

、

と

い
う

質

問

に

対

す

る

答

え

で

あ

る

。

こ

れ

に

対

し

て

、

例

え

ば

若

い
奥

さ

ん

に

対

し

て

は

、

(
13
)
の
よ

う

に

通

常

の

二

人

称

表

示

を

用

い

て
、

敬

称

人

称

表

示

を

用

い
な

い
。

(
21

)

・

●

(
12

)

Φ
評
四
ω
憎

尻
o
口
犀
⇔
匹

㎞
旧

ω
ヨ

昌
Φ

鴬

σ
5

噛

き

言

C
ぐ
・

b。
口
O
Z

Z
O
]≦

HZ
↓
幻

S

弓

猷

が

婁

葺

ξ

塗

罸

ξ

套

冨

。葵

鋤

殍

①

H
ω
O

Z
O
]≦

一
Z
U
国
国

b
O
O

熟

疎

ψ

ぺ

ひ

海

ぐ
ソ

<
既

サ「
お

じ

い
さ

ん

、

忙

し

い
な

ら

手

伝

っ
て

も

い

い
で
す

か

。
」

(
13
)

①
-

δ
8

犀
o
忽

ω
三

器

旨

評
g
昌

障

犀
鋤
ω
二
《

b。
ω
○

言

C
T

S

づ

猷

が

嚇

①
嬢

H
oD
O
＼
N
ω
O

"

煎

ψ

『二
ω二
団
●

詩
ぐ
ソ

「
お
ま
え
忙
し

い
な
ら
手
伝

い
た
い
。
」

も
し
、
お
じ

い
さ
ん
に
対
し
て
、

(13
)
の
よ
う
な
表
現
を
用

い
る
と
、
何
か

自
分
の
妹
か
、
目
下
の
人
に
対
し
て
も

の
を
言

っ
て
い
る
よ
う
で
、
お
か
し

い

と
い
う
。

以
下

の
(14
)
は
、
男

の
人
が
敬
称
人
称
を
用

い
る
例
。
こ
れ
は
、
誰
か
見
知

ら
ぬ
男
が
お
客
に
来
た
時
、
家
の

Φ冨

忽

(お
じ

い
さ
ん
)
が
問

い
か
け
る
言

い
方
で
あ
る
と

い
う
。

(14
)

ゴ
巷

葵

≦
①

費
匡

-穹

蕁
≦
①
譽

M

吋
臼

サ

①

果

か

N
出
O
Z

Z
O
冒

HZ
↓
幻
S

猷
ぴ

「あ
な
た
ど
こ
か
ら
来
た

の
で
す
か
。
」

(15
)
は
、
o
閃
9。
臨

(お
じ

い
さ
ん
)
が
、
道

で
知
合

い
の
げ
二
〇
一
(お
ば
あ
さ

ん
)
に
久
し
ぶ
り
に
出
会

っ
た
時
に
あ
い
さ

つ
で
言
う
言
葉
。
お
じ

い
さ
ん
の

方
が
こ
の
場
合
、
年
上
の
感
じ
で
あ
る
と

い
う

(こ
れ
は
、
敬
称
人
称
表
示
や
、

親
族
名
称

げ
二
9

の
代
名
詞
的
対
称
詞
用
法
で
な
く
、
通
常

の
二
人
称
表
示
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アイヌ語千歳方言における自称詞 と対称詞について

Φ
o
幣

が

用

い
ら

れ

て

い

る

こ

と

に

よ

る

も

の
と

思

わ

れ

る
)。

こ

れ

に

対

し

、

同

じ

場

面

で

、

お

ば
あ

さ

ん

は

お

じ

い
さ

ん

に

対

し

、

(
16
)
の
よ

う

に

敬

称

人

(
23
)

称
表
示
を
用
い
る
と
い
う
。

(
42

●
)

(
15

)

げ
二
旦

o
ゴ
o
昌
づ
0

8

〒

昌
g
評
霞

閃
鋤

ω
o
∋

o
匹
昌
ρ

鋤

莚

猷

噛

き

油

ぐ
・
醒

易

O
＼
b。
ω
○

洫

か

び

C
噂

ぐ
ソ
弓

①
O
や

5
0
P
評
9D
『
評
曽

ω
O
§

O
評
貯
O

Φ
-

一乏
鋤
5
評
①

一
ω
O
＼
N
ω
O

洫

顯

ψ

ひ

C
蒔

5
δ

N
ω
O

冲

勠

弓

極

が

≦
鋤

Φ
-

鋤
昌

同
二
≦
①
り

^

N
ω
O

～

か

S

「
お

ば

あ

さ

ん

、

長

い
間

会

わ

ず

、

見

舞

い
も

し

な

か

っ
た

け

ど

、

元

気

で

い
た

の
。
」

(
16

)

一髫
鋤
昌
犀
①

-四
昌

≦
鋤

O
犀
彎

帥

勠

弓

5

㊥

b。
缶
O
Z

Z
O
]≦

H
Z
日
菊

ぺ

5

ゆ

-9
昌

鋤

『
¢
≦
Φ
"

N
=
O
Z

冖Z
O
一≦

H
Z
↓
菊

浮

㊦

「
お

元

気

で

い
ら

っ
し

ゃ

い
ま

し

た

の
。
」

敬
称
人
称
指
示
の
代
名
詞
や
接
辞
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
不
明
の
点
が
少

な
く
な
く
、
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
用
法
は
、
現
実

の
場
面
と

密
接
に
結
び
付

い
て
い
る

の
で
、
仮
想
的

な
調
査
方
法
で
は
機
能
が
把
握
し
に

く

い
面
が
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

②
直
示
的
名
詞
句

富
曽
爵

霞

を
対
称
詞
と
し
て
用

い
た
敬
意
表
現

こ
こ
で
用
い
た
直
示
的
名
詞
句
と
い
う
用
語
は
、
主
に

「こ
の
」
を
意
味
す

る
近
称

の
連
体
詞

8
彗

と
、
付
属
語
的
な
名
詞

評
霞

「男
、
方
」
が
統
合
し

(
25
)

て
形

成

さ

れ

た

叶
鎚

鼻

霞

と

い
う

名

詞

句

を

指

す

。

直

訳

的

に

は

、

「
こ

の

人

、

こ

の
方

」

を

意

味

す

る

三

人

称

の
名

詞

句

で

あ

る

が
、

聞

き

手

を

指

し

て

用

い
る

こ

と

が

で
き

、

通

常

の

二

人

称

表

示

を

用

い
た

表

現

よ

り

も

敬

意

を

表

す

丁

寧

な

言

い
方

で
あ

る

。

典

型

的

に

は

主

に
妻

が

自

分

の
夫

に

言

及

す

る

際

に

用

い
る

よ
う

で
あ

る

。

以

下

に
若

干

の
例

を

あ

げ

る

。

(
17

)

β

四
コ

パ
霞

鐙

暮

o

び
二
評
9
σ
①

o
『
二
昌

蝉
壱

四
冨

吋
富

臼

㊦

嶄

φ

田

斬
倉

離

♪

識

く

サ

叫

か

「
あ

な

た

今

日

(サ

ケ

・
マ

ス
)

ふ
化

場

へ
行

く

の
。
」

(
18
)

錻

耳
o

げ
二
犀
餌
び
四

〇
歪

昌
①
-

鋤
壱

鋤
げ
①

匹

"

か

田

魏

へ
『
離

♪

卜。
ω
O

謡

く

サ

叫

び

「
お

ま

え

今

日

ふ

化

場

へ
行

く

の
。
」

宮

沢

氏

に

よ

れ

ば

、

自

分

の
母

が

父

に

向

か

っ
て

、

(
17

)
の
よ

う

に

尋

ね

た

の
を

聞

い
た

が

、

そ

の
時

、

子

供

心

に

、

(
18

)
の

Φ
凶
壱

9
げ
Φ
置

よ

り

も

(
17
)

の

よ

う

に
聞

く

の
が

目

上

に
向

か

っ
て
言

う

言

葉

な

の
だ

な

、

と

思

っ
た

そ

う

で
あ

る

。

な

お

、

(
17

)
は
男

に

し

か

用

い
ら

れ

ず

、

女

に

は

(
18

)
の
よ

う

な

言

い
方

を

用

い
る

。

ま

た

、

次

の

(
19
)
は

鼠

碧

評
霞

を

呼

格

的

に

用

い

た

例

で

あ

る

。

(19

)

什鎚

づ

評
⊆
さ

蠧

算

o
げ
二
評
菩

m

o
『
二
口

℃
9
《
o
凶
昌

臼
S

嶄

φ

m

斬

詩

品

♪

識

く

N
=
O
Z

2
0
]≦

H乞

↓
園
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歪

≦
Φ

"

「
あ

な

た

、

今

日

ふ
化

場

へ
い
ら

っ
し

ゃ
る

の
。
」

ま

た

、

以

下

の

(20

)
も

(
21

)
も

、

妻

が

夫

に
対

し

て

、

敬

意

を

も

っ
て

丁
寧

に
尋

ね

る

表

現

で
あ

る

。

ど

ち

ら

を

用

い

て
も

良

い
と

い
う

。

(
20

)

β

9。
⇒

犀
霞

犀
餌
津
霞

g。

≡

≦
①
～

臼
㊦

嶄

び

ー

叢

盲
猷

く

㊦

「
あ

な

た

も

一
緒

に
行

く

の
。
」

(
21

)

津
⊆
蠢

-鋤
⇒

歪

芝
Φ
り

ー

讌

O∩
輸

く

N
=
O
Z

Z
O
ζ

H
Z
日
幻

S

「
あ

な

た

も

一
緒

に
行

く

の
。
」

以

下

の

(
22

)
は
夫

に

言

う

敬

意

を

含

ん

だ

丁
寧

な

言

い
方

。

こ
れ

に
対

し

、

通

常

の
二

人

称

表

示

を

用

い
た

(
23
)
は

、

子
供

に

対

し

て
使

う

よ

う

な

言

葉

だ

と

言

う

。

(
22

)

け
穹

碁

o
同

β

穹

閃
霞

脚
午

犀
o
同
Φ

蠧

.

臼
S

暗

薗

臼

S

廿

H
ω
O

Z
O
竃

猷

q

か

「
こ

の
宝

物

を

私

は

あ

な

た

に

あ

げ

る

よ

。
」

(
23
)

け譽

貯
o
同

Φ
♀

〆
○
お

蠧

.

臼
S

蹄

書

一
ω
O
＼
卜。
ω
Ω

猷

q

か

界

「
こ

の
宝

物

を

私

は

お

ま

え

に

あ

げ

る

よ

。
」

既

に

触

れ

た

よ

う

に
、

界

敬
称
人
称
表
示
は
対
格
人
称
接
辞
を
欠

い
て
い
る
が
、

直
示
的
名
詞
句

B
譽
吋
霞

は
ち
ょ
う

ど
、
そ

の
空
白
部
分
を

一
部
埋
め
る
機

能
を
担
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
冨
四
爵

霞

を

対
称
詞
と
し
て
自
分
の
夫
以
外
の
男
性
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は

(
26
)

ま
だ
明
ら
か
に
な

っ
て
お
ら
ず
、
問
題
を
残
し
て
い
る
。

ま
と
め

本
稿
で
は
、
主
に
以
下
の
三

つ
の
点
を
指
摘
し
た
。

A

話
し
手
や
聞
き
手
に
言
及
す
る
形
式
に
関
し
て
言
え
ば
、
ア
イ
ヌ
語
は
、

い
わ
ゆ
る

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
諸
言
語
で
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
人
称
指
示

体
系

(人
称
代
名
詞
及
び
人
称
接
辞
)
と
、
日
本
語
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
自
称
詞
、
対
称
詞
の
体
系

(年
齢
別
名
称
、
親
族
名
称
、
直
示
的
名

詞
句
)
を
合
わ
せ
持

つ
、
混
合
型
の
言
語

で
あ
る
。

B

親
族
同
士

の
呼
称
に
関
し
て
言
え
ば
、
ア
イ
ヌ
語
は
日
本
語
と
異
な
り
、

目
上
と
目
下
を
分
け
る

一
本
の
線
で
は
体
系
を
う
ま
く
説
明
で
き
ず
、

C

自
己
と
自
己
よ
り
下
の
世
代
を
分
け
る
、
も
う

一
本

の
線
を
必
要
と
す

る
。

ア
イ
ヌ
語
で
は
妻
が
夫
に
言
及
す
る
際
、
通
常
、
敬
称
の
形
式
が
用
い

ら
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
A
で
述
べ
た
ア
イ
ヌ
語

の
混
合
性
が
現
れ
、
人

称
指
示
形
式

(人
称
代
名
詞
及
び
人
称
接
辞
)
と
、
そ
れ
以
外

の
対
称

詞

(直
示
的
名
詞
句
)
が
、
あ
る
程
度
機
能
を
分
担
し
合

い
な
が
ら
混

用
さ
れ
る
。
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アイヌ語千歳方言における自称詞と対称詞について

注(
1
)

中

川

(
一
九

八
八
、

二

四
九
)

に
は
、

そ

れ
ま

で

に
知

ら

れ

て

い
る

千
歳

方

言

に
関

す

る
主

な

資
料

の

一
覧

が
あ

る
。

そ

の
後

出

版

さ

れ

た

も

の

と
し

て
は
、

北

海
道

教

育

委

員
会

編

『平

成

元

年

度

ア
イ

ヌ
民

俗

文

化

財

調
査

報

告

書

』
、

及

び

『平

成

二
年

度

ア
イ

ヌ
民

俗

文

化

財
調

査

報

告

書
』

(札

幌

"

同

教
育

委

員
会
、

一
九
九

〇
、

一
九
九

一
)
な

ど
が
あ

る

。

(2
)

「
明

治

四
年

人

別
帳

」

(
『千

歳

市
史

』
、

八
八

五
)

に

は
、

「
ヘ
サ
村

、

サ

ン
レ
キ

テ
十
七
歳

」

と
あ

る
。

(3
)

後
述

の
親

族
名

称

と
同

じ
も

の
が

混
在

し

て

い
て
、
年
齢

に
よ
る
名

称

と

区
別

し
難

い
面

も
あ

る

が
、

こ
こ

で
は
得

ら
れ

た
も

の
を

す

べ

て
あ

げ

た
。

(
4
)

た

だ
し
、

o
目

Φ

Φ
冨

ω
㌍

o
弓

①
9

0
一
は
、
o
巨

Φ

「年

取

っ
た

」
と

い
う

言
葉

が
入

っ
て

い
る

の

で
、
相

手

に

面

と
向

か

っ
て
使

う

こ

と

は
な

い
と

い

う
。

(
5
)

基

本
的

な
構

造

に
関
し

て
、

そ
れ

ほ
ど

大
き

な
差

異

が

ア
イ

ヌ
語

各
方

言

問

に
あ

る

わ

け

で
は

な

い
と

お

も

わ

れ

る

が
、

一
応

以

下

で

は
、

「
ア

イ

ヌ

語

」
と

い
う

表
現

を

用

い
る

場
合

、

「少

な

く

と
も

ア
イ

ヌ
語

の
こ

の
方

言

の

こ

の
話
者

に
関
す

る
限

り
」

と

い
う
前

提

が
あ

る

こ
と

を

了
と
さ

れ
た

い
。

(
6
)

調
査
方

法

と
し

て
は
、

老

人
、

子
供
な

ど

の
人

形
を

用

い
て
、

ど
う

言
う

か
尋
ね

る
、

と

い
う
方

法
を

と

っ
た
。

(
7
)

げ
⇔
O
ρ

けo
暮
○
の
他
、

o
蠧

「
父
」
、

篝

⊆

「
母
」

と

い
う
語

も
あ

る
。

(
8
)

こ
れ

は

兄

か

ら

み
た

妹
。

姉

は

妹

の
こ

と
を

パ
午
ヨ
讐
9
匹

と

い
う

別

の

語

で
言

及
す

る
。
.

(
9
)

少

な
く

と
も

げ
9。
O
ρ

8
暮
P

碧

昌

ρ

ロ
墨

壱
ρ

Φ
犀
⇔
ω
凶B

⊆
o
一
は
代

名
詞

的

対

称
詞

と
し

て
も

用

い
る

こ
と

が
で
き

る
。

(
10
)

た
と
え

ば
、

次

の
例
を

参
照

。

8
簿
o

ゴ
o
巳
霞

鋤
爵

9
巳
ω
効
O
吋
鋤
昌
鉾

鞠

贐

の

π
諷

α

野

ゴ
o
犀
ξ
Φ
犀
昜
=
ユ

⊆
犀

≦
鋤

Φ
昌
-

犀
⊆
『
Φ

緒
鋤
p

仙
猷

懸

骨

か

ペ

一
〇り
○

>
O
O

3

瓣
祥

か

蒔

仙
ぐ
・

「
お
母

さ

ん
急

に

お
な

か
痛

く

な

っ
た

よ
。

早
く

薬

を

取

っ
て
き

て
飲

ま

せ

て
お
く

れ

。
」

(11
)

こ
こ

で
は
、

鈴

木

(
一
九

七

三
)

に
従

い
、

「妻

」
を

除

い
て
考

え

て

い

る
。

(
12
)

こ

の
他
、

親

族
名
称

と
自

称
詞

に
関

わ

る
現
象

と

し

て
は
、

や
は

り
鈴

木

(
一
九

七

三
、

一
六

六

)

が
指

摘

し

た

「親

族

名

称

の
子

供
中

心

的

な

使

い

方
」

の
問

題

が
あ

る

。
鈴

木

は
、

日

本

語

で

は
妻

が
夫

を

子
供

の
立

場

か

ら

呼

ん

で
、

「
パ

パ

遅

い
わ

ね

、
ど

う

し

た

の
か

し
ら

。
」
な

ど

と

言

う

こ

と

が

で
き

る
と

い
う

事

実

に
着

目

し

て
、

日

本

語

の
特

色

に
関
す

る

興
味

深

い
考

察

を
行

っ
て

い
る

が
、

ア
イ

ヌ
語

で
は

ど
う

で
あ

る

か
、

問
題

と
な

る

と

こ

ろ

で
あ

る
。

こ

の
点

に
関

し

て

も
、

例

が
少

な

く

、
は

っ
き

り

し
た

こ
と

が

言

え

る

段

階

で

は
な

い

が
、

次

の
よ
う

な

例

は

「
子

供

中

心
的

用
法

」

の
例

と

言
え

る
よ

う

で
あ

る
。

げ
巷

o
ぎ

ぼ
三

鋤
蒔

鋤
巳
ω
碧

パ
ロ

蠧

畠
げ
o
閃
霞

Φ

評
⊆
ω
⊆
ユ

⊆
犀

≦
鋤
Φ
尻
・

沁

贐

・

の

O∩
齦

酵

野

肋
猷

懸

碧

か

ぺ

果

が

「
(母
親

が

子
供

に
)

お
父
さ

ん

の
腹

が
急

に
痛

み
だ
し

た
よ

。
さ

あ
薬

を
取

っ
て
お

い
で
。
」

も

っ
と

も
、

こ
の

一
例

し

か
な
く

、

「妻

が
夫
を

ゴ
巷

o

(
お
父
さ

ん
)

と
呼
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ぶ

こ
と

は
な

い
。
私

の
母

が
父

の

こ
と
を

げ
巷

o

(お

父
さ

ん
)

と

い

っ
て

い

る

の
を
聞

い
た

こ
と

は
な

い
。
」
と

い
う

、

こ

の
例

に
反

す

る
よ
う

な

話

者

の

報
告

も

あ

る

の

で
、

こ

の
問

題

に

つ

い
て
は
、

今

の
と

こ

ろ
ま

だ

な

ん

と
も

言
え

な

い
と

い
う

の
が
実

状

で
あ

る
。

あ

る

い
は
、

こ

の
例

に
は

日

本

語

の

影
響

を
考

え

る
必
要

が
あ

る
か

も
し

れ
な

い
。

(13
)

他

の
方
言

(例

え
ば

静
内

方

言

"
織

田

ス
テ

ノ
氏

に
よ

る
)

に
あ

る

ざ

-

犀
o
『
三
ωb
①
と

い
う

言

い
方

は
な

い
と

の
こ
と
。
も

っ
と
も

、
誰

か

お
客

が
き

て
、
三
ω冨

げ
§

四
ざ

昌

①
壱

曽
っ
「
旦
那

ど

こ

い

っ
た

。
」

と
聞

か

れ
た

の
を
受

け

て
、
奥

さ
ん

が

8
⊆
昌
三
ω
冨

讐

鋤
パ
Φ
缸
ヨ
昌
Φ
開
二
ω
¢

鋤
壱

p
・
「
こ
ち
ら

の
旦

那

(家

の
旦

那
)

は
猟

に

行

っ
た
。
」
と

答

え

る

こ
と

は
あ

る

が
、
自

分

の
夫

を

巳
ω
髱

「
旦
那
、

金
持

ち
」

と

い
う

こ
と

は
普

通

は
な

い
と

い
う

。
な

お
、

あ

る

お

じ

い
さ

ん

が
、
自

分

の
息

子

の

自

慢

を

す

る

時

、
息

子

の
名

前

(内
o
蠢

ヨ
ニ
ω
と

い
う

名

)
を

呼

ば
ず

に
、
ざ

爵
8

巳
ω
窓

と

ば

か

り

言

っ
て

い
た
、

と

い
う
報

告
も

あ

る
。

(14
)

千
歳

の
町

へ
米

を
買

い
に
行

っ
て
、

帰

り
に
酒

を
飲

ん
だ

父

が
、
大

声

で

ざ

ーパ
o
「
〉
昌
日
珥
譽

「
私

の
ア

ン

マ
タ

ン
」

と
母

の
名
前

を
叫

び
な

が
ら

帰

っ

て
き

た

ら
、

近

所

の
家

の

人
達

が
お

か

し

が

っ
た

。
だ

か

ら
、

い
た
ず

ら
半

分

で
し

か
奥

さ

ん

の
名

を

呼

ば
な

い

の

で
は

な

い
か
、
と

も

白

沢

氏

は
述

べ

ら
れ

た
。

(15
)

も

っ
と
も

、
あ

ま

り
聞

い
た

こ
と

は
な

い
が
、

8
更

三

評
霞

≦
鋤

①
ぎ

パ
鋤
爵

①
ヨ
畧

一
「
小

刀
を
持

っ
て
来

て
、
奥

さ
ん
。
」

と
妻

に
言

っ
て

い
る

の
を

聞

い
た

こ
と
は
あ

る
、

と

の
こ
と
。

(16
)

呼

び

か
け

る
場

合
、

母

が
遠

く

の
父

を
、

「
ア
ー
イ

!
」

(
「
お

ー

い
」

で

は
な

い
)

と

呼

ん
だ

の
は
聞

い
た

。
す

る

と
、

父

は

げ
①
ヨ
①
算
9

9

っ
「な

ん

だ

P
」

と
言

い
、

母

は

9
昌
Φ
昼
①

q
ω
凶
き

蠧

.
「も

う

ご
飯

で
す

よ
。
」

と
言

っ
た

(白

沢

氏

に
よ

る
)
。

な

お
、

呼

び
か

け

る
場

合
、

あ
ま

り

遠
く

で
な

け

れ
ば

、
鋤
o
パ
9
く

回
「
あ
な

た
」

と
も

呼

べ
る
と

い
う
。

(17
)

蝉
o
冨

賓
と

m
o
冨

の
違

い
に

つ

い

て

は
、

鋤
o
冨

《
の

方

が

「
ま

て

(日

本
語

北
海

道
方

言
)
"
丁
寧

」
な

言

葉
だ
、

と

の

こ
と
。

(18
)

器
貯
ニ
ヨ
鋤
の
用

法

に

つ

い
て
は

中

川

(
一
九

八

八
、

二

四

一
)
も

保

留

し

て

い
る
。

な

お
、

(
7
)
の
よ
う

な

場

合

、
自

分

の
夫

や

兄

に

は

四
〇
冨

く
を

用

い
、
よ

そ

の
旦
那

に

は

鋤
ωぎ
¢
ヨ
p。
を

用

い
る
、

と

い
う

報

告

(白

沢

氏

に

よ

る
)
も

あ
る

が
、

自
分

の
夫

、

よ

そ

の
旦
那

に
、

ロ
o
評
p。
ざ

m
匹
妻

ヨ
o
い
ず

れ
を

用

い
て
も
良

い
と
言
う

報

告
も

あ

り
、

一
定
し

な

い
。

な

お
、

断
片

的
な

が
ら

、

調
査
時

に
得

ら

れ
た
情

報
を

記
す

と
、

娘

が
父
親

に

曽
o
騨
p。
《

⊆
昌
と

い
う

こ

と
は

な

い
。

そ

の
場
合

は

げ
p。
O
o

⊆
昌
・
と

い
う

。
ま

た
、

母
親

は
女

だ
か

ら
、
鋤
o
評
o
《

§

は
使

え
な

い
。

8
暮
o

巷

と

い
う

だ

ろ

う

、

と

の
こ
と

。
も

っ
と

も
、

お

か
あ

さ

ん

に
通
常

の
二
人

称

代

名

詞
を

用

い
て

o
⇔
巳

⊆
昌
と

い
う

と
、
失

礼

な
感

じ

に
な
る

と

い
う

。

(19
)

こ

の
場

合
、

コ

般

に
人

が
」

と

い
う

ほ

ど

の
意
味

を

あ

ら

わ
す

。

敬
称

人
称

と
同

形

で
あ

る

が
、

こ

こ
で
は

一
応

別

の
も

の
と
し

て
扱

っ
た

。

(20
)

こ
の
例

は
、

四
十
歳

く
ら

い
の
成
人

し

た
娘

だ

っ
た
ら
、

と

い
う
質

問

に

対
し

て
得

ら
れ

た
も

の
。

(21
)

こ
れ
は

日
本

語

か

ら

の
借

用
語

。
固

有

の
ア
イ

ヌ
語

で
は

ヨ
8

9。
ω
碧

と

い
う
、

と

の
こ
と
。

(22
)

こ

の

一-
は
、
例

え

ば

沙

流

方
言

で
報

告

さ

れ

て

い
る

二
人

称

敬

称
対

格

接
辞

(
田
村

一
九

七

二
、

二

八
)

と

は
別

の
、

不

定

の
対
象

を

表

す

派

生

接

　

辞

で
あ

る

と

考

え

ら

れ

る
。
な

ぜ
な

ら

ば

、
白

沢
氏

は
、
罫
気

-昌
美

費

「
私

　

が
貴
方

様
を

見

る
」
、

閃
二
亠
涛
O
お

「
私

が
貴

方
様

へ
あ

げ

る
」

の
よ
う

な

形

は

な

い
と
報

告

さ

れ

て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

も

っ
と
も

、
目

的

語

が

敬
う

べ
き
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アイヌ語千歳方言における自称詞と対称詞について

対

象

で
あ

る

場
合

に

派
生

接

辞

一-
の
付

い
た

動

詞

を

用

い
る
例

に
は

、
も

う

一
つ
、

以
下

の
例

が
得

ら
れ

た
。

貯
午

ぎ

ユ

け鴇

豆
爵

鋤

ω
Φ
ぎ

村
o
-

蕁
目
二

巻

パ
§

易

Ω

㊦

瑚

糠

5

ぐ
・

伴

b。
自
O
Z

Z
O
ζ

↓
因

姻

ψ

嚇

ぴ
弗

牢

?

一-

娼
9
パ
鋤
ωロ
g

貯
⊆
ω
g

コ
⑦
・
≦
鋤
・

一
Qっ
O

諺
℃
℃
い

一Z
U
国
男

蝉

冲
ゆ

O

ひ
O

濡

界

「私

の
言
葉

が
正

し

い
と
思
う

な

ら
ば
、

(あ

な
た

に
)

教
え

て
あ

げ
ま

し

ょ

う

。
」

(23
)

な

お
、
冨

訂

o
一
(少

年

)
、
o
穿

鋤
恩

o

(青

年

)

が

Φ
冨

甑

(お

じ

い

さ

ん

)

に
向

か

っ
て
、

敬

称
人

称
表

示
を

用

い
て

8
8
貯

き

≦
Q

o
犀
甲
穹

⇔

歪
≦
Φ

～
「
元
気

で

い
ま

し

た

か
。
」
と

い
う

の
は
、
大

人

び
た

、

「
こ

っ
ぺ
く

さ

い
」
感

じ

が

す

る
。

こ

れ

は

Φ
冨

包
、
9
0
巷

○
く

ら

い

の

年

配

の

人

が

①
評
霧
一
に
向

か

っ
て
言

う

よ

う

な

言

葉

だ
、

と

の

こ

と
。

む

し

ろ
、
①
惹

ω
廿

8
冖Φ
闘
≦
Q
き

鋤
『
口
≦
鮎

と
対
称

詞
を

用

い
た
言

い
方

の
方

が

よ

い
。

し

か
し
、

Φ
宀
0
8
ぎ

o

Φ
凶
昌

歪
≦
Φ
"
と

、
通

常

の
二
人

称
表

示

を

用

い
た
言

い
方

は

Φ
ざ

匹
を

馬
鹿

に
し
た

よ
う
な

言

い
方

に
な

る
と

い
う
。

ま

た
、
ゴ
⊆
皀

(お
ば

あ
さ

ん
)

に
対

し

て
、
『
二
〇
劫
昼
Φ
-詈

①
歪

≦
Φ
噌
と
、

敬
称

人
称

表
示

を
用

い
た

言

い
方

が
で
き

る

か
、

に

つ

い
て

は
、
げ
⊆
鼻

甘
Φ
鋤

讐
≦
①
～
ま

た
は
、

ず
ロ
o
一
Φ
-昼
①
鮎

と

聞
く

の
が
普

通

、
と

の
こ
と
。
な
Φ
-擘

鋤

歪
≦
Φ
っ
は
、

鋤
o
巷

o

(四

十

ー

五

十

歳

位

の
男

)
、

ま

た

は

Φ
冨

皿

(お

じ

い

さ

ん
)

に
使
う

言

葉

で
あ

る

と

い
う

。

(
24
)

こ
れ

は

二
人

称

複

数

の

Φ
o
苧
と

は
別

の
形

式

で
あ

る
。

こ

の

Φ
o
苧
は

こ

れ

一
つ
で

「
私

が
お
ま

え
を

」
を
表

す

接
辞

で
あ

る

が
、

こ
れ
以

上
分
析

す

る

こ
と

は
で
き

な

い
。
な

お
、

こ

の
形
式

は
相

手

が
自
分

と
同

等

か
、
目

下

の
場

合

に
用

い
ら

れ

る
よ
う

で
あ

る
。

(
25
)

話

し

手

に
近

い
も

の
を

示
す

連
体

詞

に

錻
詈

と

け
9。
昌

の
二

つ
が
あ

る

が
、

ど
ち

ら
も

同
意
味

で
用

い
ら

れ

る
と

い
う

(白

沢
氏

に
よ

る
)
。

し

か
し
、
8
5

は
同

じ
所

、
冨
き

は
す
ぐ

近

く
、

と

い
う

意
味

的

区

別

を

有
す

る
方

言

も

報

告
さ

れ

て

い
る

の
で

(
田
村

一
九

八
八
、

八

七
)
、

さ
ら

に
違

い
を

調
査

す

る

必
要

が
あ

る

か
も
し

れ
な

い
。

な
お

、
話

し
手

の
す
ぐ

両

隣

に
夫

と

、
よ

そ

の

旦

那
さ

ん

が

い
る

場
合

、
と

い
う

こ
と

で
、

「
こ
の
人

(よ

そ

の
旦
那

)

か
ら

私

に
与
え

ら
れ

た
宝

物
を

あ
な

た

(夫
)

に
あ

げ

る
」
と

い
う

意
味

の
、

次

の

よ
う

な
例

が
得

ら
れ

た
。

什
9。
づ

閃
霞

o
δ

≦
鋤

甲

Φ
苧

犀
o
『
Φ

一犀
o
『

臼
S

》
「

サ

ぴ

H
Z
U
国
聞

Z
O
冒

↓
幻

δ

O

>
O
O

〈
鳶

か

蹟

書

富
唇

Φ
器

≦
蝉

困
ロ
ω二

梓き

欝

o
『

けき

評
霞

犀
午

臼
溶

d
部

が

ペ

サ

舮

臼
S

暗
書

臼
S

》
.

H
ω
O

Z
O
]≦

閃
o
お

『
⊆
ω
⊆
ざ

猷
q

か

滝

～

「
こ

の
方

か

ら
私

が
も
ら

っ
た
宝

物

は

こ
れ

だ

か
ら

、

こ

の
宝

物

を

あ
な

た

(
11
夫
)

に
あ

げ
た

い
。
」

(
26
)

鼠
口
美

霞

が
夫

に
対
す

る
対

称
詞

で
な

く
、

よ
そ

の
旦

那
さ

ん
を

指
す

三

人
称

の
名

詞
句

と
し

て
用

い
ら

れ

て

い
る
例
も

あ
る

(富
譽

吋
霞

び
§

四
犀

≦
①

Φ
犀

犀
霞

碧

"

「
こ

の
人
何

処

か

ら
き

た
人

で
す

か
」
)
。

し

か

し
、
8
譽

パ
霞

が
自

分

の
夫

以
外

の
男

に
対
す

る
対

称
詞

と
し

て

用

い
ら
れ
た

例

は
、
今

の
と

こ
ろ
見

い
だ
す

こ
と

が
で
き
な

い
。

ま

た
、
白

沢
氏

も

、
富
鋤
口
ざ

同
は
自

分

の

旦

那

に
言

う

み
た

い
な

の
で
、

例
え

ば

、
Φ
冨

匹

「祖

父
」

に
向

か

っ
て

は
使

え

な

い
、
と

も
述

べ
ら

れ
た

。
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